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千人塚古墳の横穴式石室内

石室入口付近の遺物出土状況（追葬面下層、北から） 同遺物出土状況（左写真のさらに下層、北から）

銅
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鋺
わん

（発掘調査による完形品の出土は市内初。直径約 12cm） 金
こん

銅
どう

製
せい

唐
から

草
くさ

文
もん

金具（装飾用の金具。右の金具の幅 3.3cm） 石室床面検出状況（オルソ画像）

　

今
年
七
月
か
ら
市
教
育
委
員
会

に
よ
る
整
備
に
先
立
つ
発
掘
調
査

が
進
む
市
指
定
史
跡
・
千
人
塚
古

墳
に
お
い
て
、
極
め
て
希
少
な
銅

鋺
や
金
銅
製
唐
草
文
金
具
を
含
む

豊
富
な
副ふ

く

葬そ
う

品ひ
ん

が
新
た
に
発
見
さ

れ
た
。
同
古
墳
は
飛
鳥
時
代
（
七

世
紀
中
頃
）
に
築
か
れ
た
県
東
部

最
大
級
の
横
穴
式
石
室
（
全
長

十
一
・
四
ｍ
以
上
）
を
有
す
る
古

墳
で
あ
り
、
二
〇
〇
二
～
三
年
の

調
査
に
お
い
て
石
室
床
面
上
か
ら

馬
具
の
優
品
や
土
器
等
が
見
つ

か
っ
て
い
た
が
、
今
回
床
面
の
一

部
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
結
果
、

新
た
な
副
葬
品
の
発
見
に
至
っ

た
。
最
初
の
埋
葬
者
に
供
え
た
副

葬
品
を
石
室
の
入
口
付
近
に
片
付

け
、
そ
の
上
に
新
た
な
埋
葬
者

（
追つ

い

葬そ
う

）
の
た
め
の
床
を
敷
き
直

し
た
結
果
、
良
好
な
状
態
で
遺
物

が
保
存
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

植
物
の
葉
や
花
を
つ
る
草
で
つ

な
い
だ
文
様
の
唐
草
文
は
、
飛
鳥

時
代
の
仏
像
や
寺
院
建
築
に
多
用

さ
れ
た
意
匠
で
あ
り
、
冠

か
ん
む
り

等
の

装そ
う

身し
ん

具ぐ

や
馬
具
に
も
波
及
す
る
。

千
人
塚
古
墳
で
は
同
じ
仏
教
意
匠

で
あ
る
光こ

う

芒ぼ
う

文も
ん

の
毛け

彫ぼ
り

馬
具
も
出

土
し
て
お
り
、
配
布
元
で
あ
る
飛

鳥
宮
の
王
権
と
埋
葬
者
が
深
い
関

係
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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唐草文金具
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ュ
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埋蔵文化財ニュース

入
口
付
近
か
ら
土
器
や
馬
具
多
数

仏
教
美
術
意
匠
の
金
具

2024 年（令和 6年）10 月 12 日（第 16 号）

2024 年（令和 6年）
10月12日（第 16号）

富士市教育委員会
文化財課

富士市埋蔵文化財調査室
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